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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長

（
百
十
三
代
）
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
職
責

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
に
直
面
し
、
県
議
会
は
県
民
の
不
安

に
寄
り
添
い
、
苦
境
に
立
つ
事
業
者
に
心
を
寄
せ
、

県
民
の
皆
様
と
心
ひ
と
つ
に
「
一
心
一
徳
」※
の
精
神

で
、難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
県
医
療
体
制
の
脆
弱
性
が
際
立
つ
現
下
、
医
師

不
足
の
解
消
な
ど
医
療
提
供
体
制
の
強
化
が
焦
眉
の

急
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
日
本
一
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
県
」
を
実
現
し
、
誰
も
が
安
心
し
て

心
豊
か
に
暮
ら
す
に
は
、
子
育
て
支
援
は
も
と
よ
り

健
康
、
医
療
、
福
祉
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
安
心
・

安
全
・
快
適
な
生
活
環
境
へ
の
構
造
的
改
革
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
山
積
す
る
課
題
に
対
し
、
県
議
会

は
県
民
の
目
線
と
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
た
解
決
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
二
元
代
表
制
の
も
と
、「
意

思
決
定
機
能
」「
監
視
機
能
」「
政
策
立
案
機
能
」
を

駆
使
し
て
、
県
政
を
リ
ー
ド
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
、

気
候
危
機
へ
の
対
応
な
ど
、
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ

る
中
、
私
は
、
こ
の
波
を
進
取
の
気
鋭
で
取
り
込
み
、

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
「
誰
も
が
心
豊
か
で
生
き
易
く

生
き
心
地
の
良
い
」﹃
い
ば
ら
き
の
新
時
代
﹄
の
実

現
を
目
指
し
、
職
責
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。　

　

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
第
四
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長

（
百
十
四
代
）
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重

大
さ
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
県
民
の
命
と
生
活
を
守
る

た
め
に
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
地
域
経
済

の
力
強
い
回
復
を
目
指
さ
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
、
感
染
再
拡
大
が
深
刻
化
す
る
中
で
、

医
療
提
供
体
制
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
つ
つ
、
県
民

生
活
や
県
内
産
業
へ
の
支
援
に
加
え
、
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
し
な
が
ら
本
県
の
発
展
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
二
地
域
居
住
な
ど

新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方
が
進
む
中
で
、
ハ
ー
ド

面
で
の
整
備
や
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
を
図
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
、
茨
城
へ
の
移
住

や
定
住
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
常
態
化

し
、
本
県
に
お
い
て
は
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害

に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

と
も
国
土
強
靱
化
の
歩
み
を
止
め
ず
、
防
災
・
減
災

対
策
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
議
会
に
お
い
て
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見

据
え
、
さ
ら
な
る
県
勢
発
展
に
向
け
て
、
自
由
闊
達

な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
常
井
議
長
を
補
佐
し
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た

県
勢
発
展
を

変
革
。
県
民
と
共
に
創
る

い
ば
ら
き
の
新
時
代

　

令
和
二
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
一

月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で

二
十
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
議
員
か
ら
、「
茨
城
県
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
促

進
す
る
た
め
の
条
例
」
な
ど
、
ま
た
、

知
事
か
ら
、
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予

算
、
茨
城
県
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
い
ば
ら
き
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
に
お
け
る
大
洗
・
ひ

た
ち
海
浜
シ
ー
サ
イ
ド
ル
ー
ト
の
利
活

用
推
進
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、

県
政
の
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
課
題
、
来

年
度
の
予
算
編
成
方
針
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
二
~
三
面
）

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審

査
、
よ
り
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
県
北

振
興
の
取
り
組
み
、
農
業
由
来
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
処
理
の
農
家
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
、
不
適
正
な
残
土
処
分
の
対
策

強
化
、
今
年
度
公
共
事
業
の
執
行
状
況
、

移
転
方
針
が
示
さ
れ
た
保
健
所
の
今
後

の
対
応
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

（
四
面
）

予
算
特
別
委
員
会
は
、
医
療
機
関
に

お
け
る
家
族
と
患
者
の
面
会
へ
の
対
応
、

保
育
人
材
確
保
の
取
り
組
み
、
医
療
機

関
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
五
面
）

魅
力
向
上
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、「
県
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

諸
方
策
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
調
査
結

果
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
六
面
）

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年

度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定

な
ど
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
六
面
）

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、

人
事
、
認
定
、
報
告
、
意
見
書
、
請
願

な
ど
の
五
十
八
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、

同
意
、
認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ことば ※【一心一徳】…同じ目的に心を合わせて団結して事に当たること。

茨城県議会議事堂茨城県議会議事堂

今
定
例
会
の
概
要

■会食時には、昼夜を問わず、大声・回し飲み・
はしの共用を避け、会話するときにはマスク
を着用する。
■家庭では、検温や健康チェック、手洗い・
うがいを心掛け、外出時にも、手洗い・
　うがい・手指消毒を行い、マスクなしでの
会話を避ける。
■感染者やその家族、医療従事者などへの不当
な差別は、絶対にしない。

アマビエちゃん登録店舗を
利用しましょう

「マスクなし」をなくしましょう！


